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要旨：植草学園大学構内に生息している哺乳類の調査を行った。その結果,9科10種を確認することが 

できた»千葉県レッドリストに指定されているニホンリスとヒミズを確認できた一方で,千葉県の外来生物 

に指定されているクマネズミ.アライグマ.ハクビシン.イエネコが高い頻度で確認された»大学内の生態 

系,中で•も崖山をモデルとしたr植拿共生の森」の環境維持のためには,これら外来生物がいないことが望 

まれる。特に,B本各地で被害が報告されており環境省の特定外来生物に指定されているアライグマに関し 

ては,積極的な捕獲も視野に入れる必要があると考えられる。さらに,今後,侵入の可能性が考えられるイ 

ノシシ•キョン.ニホンジカ•ニホンザルについても監視が必要と考えられる。

キーワード：絶滅危惧種,在来種,外来種

1.はじめに

千葉市若葉区に位置する植草学園大学は,大学を 

境界として東京湾側に住宅地が広がっている。反 

対側は千葉市の里山保全地区である約5haの「おぐ 

らの森Jに隣接しており,「おぐらの森」はさらに 

広大な森や谷津へとつながっている,「おぐらの森」 

に接する大学敷地内には,約2haの「植拿共生の森」 

(以下；ビオトープと記す)が整備されている(図 

1)。ビオトープがある場所は,元来里山の一部であ 

ったと思われるが,放棄され荒れていた場所である。 

これを2012年より整備し,里山環境へ復元してい 

る。イヌシ'デ.コナラ.クヌギ等からなる雑木林ゾ 

'—ン•スギ林ゾーン•タケ林ゾーン•水田と小川を 

中心とした水辺ゾーンからなり多様な環境が存在し 

ている。ビオトープ内に生息する生物にっいては継 

続的に調査が行われており,6種のスズメバチ類が 

生息していること(早川,2016), 43種の鳥類が生 

息していること(,早川,2017),154種の植物が生 

育していること(早川,2022)が報告されている。 

本稿ではこれに続き哺乳類の生息状況にっいて報告 

する。哺乳類は一般的に身体が大きく,生態系の頂 

点に位置する,もしくは生態系に影響を与える種を 

含んでいるため,哺乳類の生息状況を知ることは大 

学構内全体の生態系を認識する上で重要と考える。 

また,哺乳類の中にはイノシシのように人身被害の 

危険性のある動物もいるため(環境省,2022),学
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図1.植草学園大学と周辺環境. 

ビオトープは植草学園大学の敷地内にある.
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生や子ども達の安全確保の情報の1つとして把握し 

ておくことは必要である。さらに,哺乳類の情報は 

子ども達の関心が高いため,子ども達の抱く多方面 

の興味への対応や,学習の深化へ繋げる重要な情報 

となることが期待できる。

2. 調査方法

調査は2019年4月〜2022年3月まで行った。大 

学構内を定期的に踏査し,寘接観察できた種,及び 

糞などのフィールドサインを記録した。また,哺乳 

類の死体があった場合は國収して,種を同定した。 

哺乳類は夜行性の種が多く人gにっきにくいため, 

赤外線センサ--カメラによる動画を自動録画し記録 

した。赤外線センサーカメラはビオトープ内の散策 

路沿いの樹木の高さ約1mの位置に、合訃3か所設 

置した。

3. 結果および考察

3.1出現種
調査により確認された種類数は,ニホンリス 

Sciurus lis •クマネズミ Rattus rattus •ニホン ノ 

ウサギLepus brachyurus •アズマモグラMogera 

imaizumii •ヒミズ Urotrichus talpoides •アフ フ コ 

ウモリ Pipistrellus abramus •イエネコ Felis catus • 

ノ、ク ビシン Paguma larvata •タヌキ Nyctereutes 

procyonoides •アライグマ Procyon lotor の 9 科10 種 

であり(表1),大学内で確認された場所を図2に 

記した。以下に,それぞれの種の状況を記す。

図2.植草学園大学構内で哺乳類が確認された場所. 

数字は表1の動物種の番号を示す.

3.2ニホンリス

ニホンリスは全,国的に見るとまだ絶滅が心配され 

る種ではないが,九州•四国では絶滅の恐れのあ 

る地域個体群として環境省レッドリスト(環境省, 

2020)に指定されている。また,千葉県レッドリス 

卜動物編(千葉県環境生活部,2019)では要保護生 

物(カテゴリー C)に,千葉市レッドリスト(千葉

表1.植草学園大学構内で確認できた哺乳類

記載順と標準和名は「世界哺乳類標準和名_録(川田•岩佐•福井他2018) jに従った。確認した方法が複数ある場合は、 

死体回収:>カメラ»目視の順により確実な確認方法を優先し■て示した。

No. 科名 属名 和名 確認方法 確認年月0
千葉市レッ 

ドリストカ 

テゴリー

千葉県レッ

ドリストカ

テゴリー

1 リス科 リス属 ニホンリス 目視 2020 A C

2 ネズミ科 クマネズミ属 クマネズミ 死体回収 2021. 10.3

3 ウサギ科 ノウサギ属 ニホンノウサギ 死体回収 202〇. 8.1 B

4 モグラ科 ニホンモグラ属 アズマモグラ 死体回収 202〇. 6.17

5 モグラ科 ヒミズ属 ヒミズ 死体回収 202〇. 3. 23 A D

6 ヒナコウモリ科 アブラコウモリ属 アブラコウモリ 死体回収 2019. 6.13

7 ネコ科 ネコ属 イエネコ _視 2022. 3. 30

8 ジャコウネコ科 ハクビシン属 ハクビシン カメラ 2019. 8. 2

9 イヌ科 タヌキ属 タヌキ 死体回収 2018. 6. 30 B

10 アライグマ科 アライグマ属 アライグマ カメラ 2019. 7.19
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市環境局,2004)では最重要保護生物(カテゴリー A) 

に指定されている。レッドリストに記載されるに至 

った個体数減少の主な原因は,生息地の消滅に伴い 

分布が狭められていることとされている(千葉市環 

境局,2004)〇本学での記録は,ビオトープ内で「ち 

ばサイエンスの会」の藤村政好氏による目撃情報に 

よるものである,,矢竹•秋田•古川(2011)によ 

る千葉県内のニホンリスの生息状況調査結果では, 

2009年9月に千葉市若葉区で生息が確認されてい 

る。しかしその確認方法はマツ類球果の食痕である 

ため,より直接的な目撃情報は貴重な記録であると 

思われる。ビオトープ内の雑木林はイヌシデを主に 

クヌギ.コナラが生育し,ニホンリスの餌となるマ 

ツ等の樹木がないことと,ニホンリスは落葉広葉樹 

環境を忌避することから(松山•梶,2011),日常 

的に生息してはおらず,隣接されている森を通って 

移動中に偶然S撃したものと思われる。

3.3クマネズミ

クマネズミは日本全蘭K生息しており,弥生時 

代には人と共に大陸から渡ってきていたと考えられ 

ている(国立環境研究所,2022),1000年以上も前 

に国内に侵入している種ではあるが,千葉県では 

外来生物リストにあげている(千葉県環境生活部, 

2020)0住宅地では建物の天井裏に生息する害獣と 

してのイメージが強いが,穀物を主食とし草原•森 

林にも生息しているとされているように(國立環境 

研究所,2022)(学内ではビオトープ内の水田脇の 

おだかけの下で死体圓収により確認された6現在建 

物への侵入は認められていないが,今後侵入する可 

能性も考えられるため,引き続き注意して観察する 

必要があると思われる0

3.4ニホンノウサギ

ニホンノウサギは特徴的な扁平な球形の糞,目視, 

赤外線カメラ,死体(図3)の全てでその存在を確 

認することができた»•全国的には絶滅が心配されて 

いる種ではないが,緑の現況調査報告書(千葉市,

1986)では,W64年以前とW84年までの分布状況 

を比較して,徐々に分布密度が減少しているとして 

おり,千葉市レッドリスト(千葉市環境局,2004) 

では重要保護生物(カテゴリー B)に指定されてい

る。浅田(1997)はニホンウサギの生息条件として, 

下層植物のある30ha以上の谷津田が必要としてい 

る。植草学圖大学は広い森の林縁部に位置しており, 

簞地のグラウンドや庭等の開けた環境もあることか 

ら,面積•環境共にニホンノウサギの生息条件を満 

たしており,この先も安定的に生息すると考えられ 

る。

図3.ニホンノウサギの死体

3.5アズマモグラ

アズマモグラについては,学内の至る所にモグラ 

塚があることに加え,死体(図4)の回収によって 

存在を確認した。死体の回収はすべて雨の降った翌 

-日であったQ雨の夜に水没した地中から避難した個 

体が,アスファルトの道の土に移動してしまい,朝 

になっても地中に戻れず死んだと推察できる。大学 

構内のビオトープや庭の植栽の土の中には餌となる 

ミミズが多く,土壌の生態系が良好に保たれている 

ことと,アズマモグラの生息環境が都市開発の影響 

をほとんど受けないとされていることから(今関, 

落合,1994),今後も安定的に生息することが期特 

できる。

図4.アズマモグラの死体
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3.6ヒミズ

ヒミズは日本固有種であり,千葉県レッドリスト 

(千葉県環境生活部,2019)では一般保護生物(力 

テゴリー D)に,千葉市レッドリスト(千葉市環境 

局,2004)では最重要保護生物(カテゴリー A)に 

指定されている。千葉県北部•中央部では,生息環 

境の悪化により個体数の減少が心配されているが, 

十分な調査は行われておらず詳細は不明とされてい 

る(千葉県環境生活部,2019),学内では体育館脇 

で死体回収したことで存在を確認した(図5)。ヒ 

ミズは森林の林床の落葉等の下の浅い層に生息して 

いるため,本種の保護にあたっては堆積層のある安 

定した林床環境が必要である,このため,ビオトー 

プの環境整備の際には,落葉を残らず掃き集めよう 

とするのではなく,一部の地区は残しておくことが 

必要と考えられる。

図5.ヒミズの死体

3.7アブラコウモリ

千葉市で確認されているコウモリはアブラコウ

モリしか報告されていないので(千葉市環境局,

2004),街灯の光に集まる昆虫を捕食しながら飛ん

でいるコウモリはアブラコウモリと考えられるが, 

正確には捕獲しな 

いと種名を特定す 

ることはできな 

い。飛んでいる個 

体の捕獲は行って 

いないが,アブ 

ラコウモリの死 

体(図6)を2個 

体回収したことか 

ら,飛んでいる他 

の多くのコウモリ 

もアブラコウモリ 
図6.アブラコウモリの死体

であると判断した。アブラコウモリが千葉市にいっ 

から生息しているのかは定かでないが,1964年以 

前から千葉市内全域に生息していたことが報告され 

ており(浅田,1997),現在,都市部でも生息して 

いることから,普通種として今後も生息していける 

可能が高いと考えられる。一方で,アブラコウモ 

リは昼間,木造の人家の隙間で休むとされているが , 

近年は多様な外壁材の住宅が増えているため,昼間 

の休息場所が不足することが懸念される。将来的に 

は海外で設置されているようなBat Boxの設置を検 

討することが必要になるかもしれない。

3.8イエネコ

本学で見られるイエネコは地域ネコであり,地域 

の住民が餌を与え共同飼育していると思われる。基 

本的には人に飼われているが,千葉県では外来生物 

リストにあげている(千葉県環境生活部,2020). 

2020年の千葉市美浜区検見川浜では,絶滅危惧種 

のコアジサシSternula albifronsのコロニーに侵入し, 

1頭で100羽近いヒナを捕食したように(千葉市環 

境局,,2022),イエネコはハンターとしての素質が 

,高く,食べる量以！に狩りをするため,希少な種に 

甚大な被害を与える可能性がある。このため,個体 

数が増えすぎないよう市の制度を利用して避妊去勢 

手術を施すことが求められる(千葉市,2022),,

3.9ハクビシン

ハクビシンはもともと日本には生息していなかっ 

たと考えられているが,江P時代から在在の記録が 

あるため,明治以前から記録がある動物は対象とし 

ない外来生物法(特定外来生物による生態系等に係 

る被害:に関する法律)の種からは除かれている(農 

林水産省,2018)* —方,千葉県の外来生物リスト 

では,実態に即して記載されている(千葉県環境生 

活部,2020)。千葉県には1987年に大原町で最初に 

確認されて以降(落合,1998),全県に分散してい 

る。本学では,目視及びビオトープに設置した赤外 

線センサーカメラによって確認した(図7)。赤外 

線センサーカメラには,身体の大きさが異なる親子 

と思われる個体が4個体毎晩のように映っており, 

大学内が行動域に入っていると思われる。木登りが 

上手いため,果樹園や畑で食い荒らし被害を与えた
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図7.赤外線センサーカメラに映ったハクビシン 

り,民家の屋根裏に住みっき,そこに糞尿を排泄す 

る衛生面の被害を与えたりしているが(農林水産省, 

2008),現在本学内での被害は認められない。本学 

に生息するハクビシンの埼がどこにあるのかは分か 

らないが,一般的には木造建築の天井裏等を利用し, 

そ»侵入路の穴が開けられていることが多いため, 

鉄筋造りで侵入できる穴のない学内に堆はないと推 

察される。行動域が雄では50 -100haと広いこと 

から(農林水産省,2018),夜になると学外にある 

擗から食事のために侵入していると考えられる。目 

視で昼間確認した個体は,感染病にかかった幼獣で 

あった。感染症の原因であるヒゼンダニSarcoptey 

scabieは人やペットにも感染する恐れがあるため, 

継続的に監視する必要があると思われる。.

3.10タヌキ

タヌキは日本固；t種であり,千葉市レッドリスト 

では重要保護生物(カテゴリー B)に指定されてい 

る(千葉市環境局,2004)。生息地の減少により個 

体数も減少していた時代は,49ha以上の広い森林 

が生息のためには必要と考えられていたが(長谷 

川•中村,1993),雑食性であり適応力が高いこと 

から1980年代頃から都市部での生息が報告される 

ようになり,個体数も増加していることが知られて 

いる(北澤•浅田,2010)B千葉市での分布に関す 

る報告を見つけることはできなかったが,捕獲記録 

としては2012年以降毎年あることから(千葉県農 

地•農村振興課,2012-2021),少なくとも近年は一 

定数生息していると思われる。学内では,死体と赤 

外線センサーカメラによる映像(図8)と,ため糞 

により,その存在を確認■した。ため糞による食性分

図8.赤外線センサーカメラに映ったタヌキ

析では,昆虫類の破片と植物の種しかなく,都市部 

に生息するタヌキの主要な食物が人為的食物の残渣 

であるという報吿(山本•木下,1994)とは異なっ 

た。千葉県立青葉の森公園での調査結果(金城.落 

合,2000)と同様に,タヌキは住宅地域にはあまり 

移動せず,休息及び採食活動を樹林地で集中的に行 

っていると考えられるsしたがって,タヌキの保護 

のためにはビオトープのような森の存在が欠かせな 

いと思われる9また今方で,確認■はされていないが, 

ハクビシンで見られた感染症の有無も注意していく 

必要があると思われるa

3.11アライグマ

アライグマは1962年に愛知県の動物園から逃亡 

したのをはじめに,全国各地の動物園などで逃亡し, 

現在では全ての都道府県で生存が確認されている 

(環境省自然環境局,2014)s第2次千葉県アライグ 

マ防除計画(千葉県,2021a)によると,W90年代 

より千葉県南部で目撃情報が得られ,その後,急激 

に分布を広げたとされている(落合•石井•布留川, 

2002)0千葉市では,2008年までは捕獲報告がない 

が,5年後の2013年には捕獲が報告されている(千 

葉県農地•農村振興課,2012 . 2013)、農作物への 

被害が大きいことから,千葉県の外来生物リスト(千 

葉県環境生活部,2020)の他,環境省により特定外 

来生物に指定されている(環境省,2021)。千葉市 

の捕獲数は2020年からハクビシンの捕獲数を越え, 

翌2021年には,ハクビシンの倍以に急増してい 

る(千葉県,2022a)0本学では赤外線センサーカメ 

ラで毎日複数個体が確認された(囡9)。図9では 

分からないが,足先が白いことから近縁種で特定外
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図9.赤外線センサーカメラに映ったアライグマ

来生物のカニクイアライ グマProcyon cancrivorusで 

はないと判断した。アライグマの餌の1つは,落ち 

葉溜めに生息するカブトムシの幼虫であることが赤 

外線センサーカメラにより確認されている。2019 

年には落ち葉溜めに生息していた300個体以上いた 

カブトムシの幼虫がほとんど食べられてしまった。 

その後,落ち葉溜めに網を被せているが,園芸用の 

化学繊維で編んだ網は食い破られてしまった。現 

在は太い綿の紐で編んだ網を被せており,カブト 

ムシの幼虫は保護されているが,硬い甲羅をもつ 

カメをも嚙み砕く強い顎で(小賀野.吉野•八木, 

2015),様々なものを食べ、ビオトープの生態系に 

影響を与えている可能1■生が考えられる。このほか, 

攻撃性の高いことも問題である。基本的には夜行性 

なので人と遭遇することは少ないが,偶発的に出会 

ったときに嚙まれる可能性が〇ではない。さらに, 

重症熱性血小板減少症候群(SFTS)などの感染症 

を媒介するマダニIxodidaeのキャリアーとしても特 

に注意が必要な種とされている(前田.,2016)。こ 

れらのことから,アライグマに関しては,今後捕獲 

することも検討していく必要があると考えられる。

本調査で生息が確認された哺乳類の中に著しく危 

険な昼行性の種は含まれていなかったことから,学 

生や子ども達がB中活動する分には大学構内は安全 

であると思われる。そこで、多くの方々に安全な植 

草学園大学に生息している哺乳類に関心をもっても 

らえるように,幕張メッセで行われた「第27画工 

コメッセ2022inちば」では,ビオトープを紹介す 

るビデオの中で哺乳類の映像を活用している。

3.12今後構内に侵入する可能性の高い種

上記以外で,今後構内に侵入する可能性の高い

種としては,千葉県の外来生物リストにあげられ 

ているドブネズミRattus norvegicus •イノシシSus 

scrofa •キョン Muntiacus reevesiが考えられる(于 

葉県環境生活部,2020)〇さらに在来種として,二 

ホンジカ Cervus nipponと,ニホンザノレMacaca 

fiiscataも考えられる。

ドブネズミは,下水溝やビルの低層階の水®り 

を金な生息場所としており(千葉市保健福祉局, 

2022),既に千葉市を含めたほぼ3本中に生息ふて 

いることから,今後学内でも見つかる可能性が考え 

られる。

イノシシはもともと千葉県に•生息していたこと 

が縄文時代の遺跡から確認されている。1900年代 

後期には個体数が少なかったが、2000年以降は個 

体数が増加し、生息域も拡大している(千葉県, 

2022b)。•千葉市では2017年から緑区と大学の位置 

する若葉区で捕獲されている(千葉県,2022b)。大 

学構内への侵入は認められていないが,仮に侵入し 

た場合,土を掘り返してしまい,整備しているビオ 

トープの環境や生態系が壊されるだけでなく,学生 

の安全が脅かされ影響が大きいため,最も防がなく 

てはならない種と考えられるa
キョンは本来中国南東部及び台湾に生息していた 

が,1960年代から1980年代の間に勝浦の観光施設 

から逃げ出し(浅田•落合•長谷川,2000),千葉 

県で分布を広げている。環境省では特定外来生物に 

指定している(環境省> 2021)。千葉県では2000年 

からのキョンの有害鳥獣捕獲を開始し,2〇〇9年に 

は「千葉県キョン防除実施計画」を作成している。 

しかしその後も分布域は広がり捕獲数も増え続け 

ているため,2021年に「第2次防除計画(千葉県, 

2021b)」が策定された。2020年段階で千菜市での 

捕獲報告はないが,市川市までは広がっており,継 

続的に監視していく必要がある。イギリスではキョ 

ンによる下®植生への食圧により,森林の更新阻害 

やチョウ類の産卵植物種の消失が報告されており 

(Polland & Cook,1994),侵入を許せば本学でも生態 

系への被害を及ぼす可能性が考えられる。

ニホンジカは縄文時代の遺跡により千葉県全域 

に生息していたと思われるが,1960年代の都市化 

や高い狩抓圧のために個体群が孤立化した。その 

後,保護対策と好適な餌場環境が作り出されたこと
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により個体数が増加し,分布域も広がった(鈴木- 

萩原,2015)。現在では農作物へ深刻な被害を与え 

る有害鳥獣として捕獲対象となっている(千葉県, 

2022c)しかし千葉市経済農政局(2020)によると, 

2019年度に千葉市内でのニホンジカによる被害は 

幸艮告されていないp本学でのニホンジカの影録もな 

いが,ビオトープとそれに続く隠れ場としての広い 

森と,良好な餌場環境が揃っていると思われる。ひ 

とたびニホンジカの侵入を許すと,マダニやヒルを 

媒介し,学生への健康被害を及ぼす可能性が考えら 

れるため,継続的に監視していく必要があると思わ 

れる。

ニホンザルも1960年代初めまでは千葉県南部の 

丘陵地帯だけに集中して生息していて,個体数も少 

なかったため保護の対象であったしかしその後, 

自然林の伐採と里山で暮らす住民の高齢化により, 

里山で農作物を捕食するようになり,個体数は増加 

し分布域も広げている(千葉県,2022d)„現在,千 

葉市でのニホンザルによる農作物の被害は報告され 

ていないが(千葉県,2022d),千葉市内でも目撃情 

報が報告されている(千葉H報,2018)0本学ビオ 

トープにはニホンザルの食料となる樹木は少ない 

が,近隣には畑が残っているので,将来的に餌場 

の1つとして利用する可能が考えられる。ニホン 

ザルは動きが素早く,引っかいたり嚙みついたりす 

る可能'性があるため,学生等の安全確保のため,二 

ホンザルに対しても継続的に監視が必要と考えられ 

る。

現在分布域を拡大させているこれらの種が構内に 

生息すると,ビオトープの生態系に大きな影響を与 

えるだけでなく,学生や子ども達への安全や健康に 

支障をきたす可能性が考えられるため,継続的なモ 

ニタリングと共に,状況に応じて侵入を許さない措 

置を講じる必要が考えられる。
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Abstract

Mammals confirmed on the campus of Uekusa Gakuen University, 2019-2022

Masaharu HAYAKAWA[1]
[1]Faculty of Child Development and Education, Uekusa Gakuen University

A survey of mammals inliabiting the Uekusa Gakuen University campus was conducted. As a result, we were able to 
identify 10 species in 9 families. While the Japanese squirrel and Japanese shrew-mole, present on the Chiba Prefecture 
Red List,were confirmed, black rats, raccoons, masked palm civets, and domestic cats, designated as alien species by 
Chiba Prefecture, were found with high frequency. The absence of these alien species is desirable for maintaining the 
university’s ecosystem, especially the “Uekusa Symbiotic Forest,” which is modeled after a Satoyama ecosystem. In 
particular, it is recommended that raccoons, damage by which has been reported in various parts of Japan and have 
been designated as a Specified Alien Species by the Ministry of the Environment, be actively hunted. In addition to this, 
monitoring is also considered necessary for wild boars, Reeves’s muntjaces, Japanese deer, and Japanese macaques, 
which are thought to have the potential to invade the area in the fiiture.

Keywords: Endangered species, native species, exotic species
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